











ア戯曲を発表する。なかでも『暴力団記』は、 「村山知義君の最大傑作であり、從っ 日本プロレタリア文學中屈指の作品であることは疑ひを容れない」 （久保栄
⑷
） 、 「彼の「暴力団記」は現代日本のプ






































月に検挙され年末に保釈 出所し、この時は裁判中の身であっただけに、強靭な覚悟で臨んだ入党だったことは間違いないと考えられるが、 「今に 見ると、自分は芸術家だから、という甘えがまじっていたことを掘り出すこ ができる」とも述べており、自身の転向がそのことと関連して る を示唆している。
村山は『志村夏江』を書いた理由の一つとして、 「当時はいわゆ


















少女から女闘士へ 急速に成長 ていく。この一九三二年四月は『志村夏江』が発表された月でもあるが、同時に『プロレタリア文學』を機関誌として創刊した日本プロレタリア作家同盟の第五回全国大会を下旬に控えており、五月一日にはメーデーを迎えるという重要な時期だった。この号の巻頭言「臨時增刊號の發行に臨んで」では、 「わが文學運動の立ち遅れ―殊に創作活動に於ける立ち遅れの克服への闘争のために發刊されたものであ 」 宣言し、掲載されている全て 小説、戯曲、詩には多少の欠点があるが、 「わが文學運動に課せられた積極的な方向に立ち向つてゐる」 は注目に値し、 「この增刊のもつ諸成果は、特殊の重要性を以て闘はれるわが一九三二年メーデーに捧げられるものである」と締め括られている。
第四章で「解党派」を撃退した夏江は、第五章ではメーデーに向


















は、 「これは何等の歸着點ではなくて、出發點なのだ。私は云はば、ここでやつとスタートについたのだ。私はこのスタート・ラインに立つ事なしに 「プロレタリ 演劇の新しい形」へと向かって走出す事が出來な つた
⒄
」とも述べている。 『東洋車輛工場』で「ス


















間取」ることがないよう工夫が施されている。第一章第一節では、上手には通夜の席、下手には機織場を置き、オーヴァー・ラップさせながら三回ずつ交互に登場させることで、叔母の死によって学校に再び通うことを夢見る夏江と、叔父の身勝手さから夏江 これまで以上に過酷な労働 強い 相談が同時に進行し、あどけない少女の悲劇を一層色濃く印象付ける。また、裸舞台や移動式の小舞台を多用することで、西本製作所の包装場等の舞台全体を使用する節転換を、観客の緊張感を緩めることなく行うことに成功している。そして、前半の終わりである第 章第二節では、途中三回のフェード・アウトがあり、その都度時計にスポット・ライトを当て時間を浮かび上がらせ、同じ節でありながら時間が経過していることを観客に認識させる。
第二には、これら全てに共通して使用されるスポット・ライトの







について、 「二場のも は きつと第二場が輕く 、お座なりで失敗して」おり、 「槪して戯曲の初めの部分は、事件の展開、人物
の紹介、伏線などのため、豊富になるが、終りに近づくと、しめくくりを急いで、急いで風呂敷の結び目を結ぶやうな格構になつてまひ勝ちだ」と述べた上 、 「逆に、結末近くこそ、一層重く らなければならない

」としている。 『志村夏江』では、第一章から第















移動式の小舞台、そしてスポット・ライト 多用は 前衛芸術家として活躍していた時代の形式 取り入れることで、プロレタリ 戯
― ―148
































う女性たちに加え、 『暴力団記』の葉青山の母である老婆と妻の翠英にも見出すことができる、目的を遂行するために与えられた強靭な精神力である。戯曲の中心となる人物がある程度の強い意志を持ち得ることに不自然さはないものも、その表現が過剰と思える程、村山の描く女性たちは頑丈な意志を付与されているのである。例ば、 『暴力団記』 登場する葉青山が軍警に拷問され半分気を失い
― ―149
帰ってきた際、そこが自宅とはわからず「我々はもう―戰へるだけ戰つた」と状況の受け入れをほのめかすと、母は「お前！」と呼び、怒りから「長い叫びを擧げて倒れ」 、妻は「 （泣きながら）いくら拷問された と云つて、何で―何で―屈服の勸告なんかするんです。恥づ―恥づかしくはないのか。大事な所なんだ―頑張らないでどうする！―死んでもいいから―死んでもいいから

」と夫を叱咤し、連





や、徳永直の『 『赤い恋』以上』等を 「 「愛情の問題」そのものがプロれたリア文學の中心的主題になることはない」と切り捨て、 「階級闘争」と「愛情 問題」の関係について次 よ に述べている。








判し、 「結局實踐に於いて階級を裏切つてしまふ、というテーマの方が遙かに現實的、必然的であり、その方が遙かに我々にとつて積極的でもある。何もすべての作品をハツピー・エンド（めでたし〳〵）で結ばなければならないわけのものではない」と酷評してる。この辛辣な批判を克服 るために、 『志村夏江』 描 れたのだと考えると、夏江という少女の存在意義が浮かび上がってくるのである。
強靱な精神力をもった無垢な少女が、オルグの須田によって女闘













平野郁子らが検挙された様子を舞台に乗せている。第一章第一節の「宮島佐太郎の家、深夜」という場面の途中に、 「突然客席から舞台へ一人の長身の青年が駆け上がる。彼は背広を着、ハンチングをかぶっている。そのあとから三人の私服の刑事と、一人の制服警官が彼を追 駆け上が」り、演出の杉本良吉や平野郁子を追いかけるのである。その後、 「声」が入り、 「今から三十九年前、一九三二年の四月十六日、築地小劇場で左翼劇場は「志村夏江」の公演十二日目を迎えた」 「それに先立って、作者の村山は自宅で検挙され 刑務所に投げこまれていた」と 当時 状況を説明している。菅井幸雄が『暴力団記』 『東洋車輛工場』 『志村夏江』の 解説

」のなかで、
「今日の、とくに戦前の生活体験をもたない世代の人びとは、作者が舞台を見れず、主演女優が舞台に立てなくなるという状態を、予想することができるであろうか」と うように、こ プロローグが書かれたことにより、当時を知らない若い世代に向け、改訂されたと考えら る。
第二に、第五章第二節、夏江が工長たちに連行されて行き、残さ
れたサダ子やミチ子たちが夏江不在のなかでも従業員大会へ強い意志で動き出す姿が描かれ 後、幕とな とこ を、 筵の上に正座する夏江の姿がスポットに浮び上」り、夏江 独白 そして、従業員大会をやり遂げた女子工員 ちが夏江の前に現れ、従業員大会の成功、ストライキ委員会の決定などを報告し、喜び号泣する夏江の姿で幕というように、初演当時は描くことができなかった『志村江』の理想的なエピローグを加筆している点である。このように、『志村夏江』が若い世代へ向けて改訂され、希望ある未来を示唆した背景には、村山の特別な思いがあったからではないだろうか。そ
― ―151
れは、一九七〇年という時期が日本共産党にとって、非常に重要な年であったことと関係していると考える。一九六九年十一月五日には大菩薩峠事件、公演の一カ月前の一九七〇年三月三十一日にはよど号ハイジャック事件が起こるなか、村山は彼自身が考える「正しい道」を明示するために『志村夏江』の改訂を試みたのではないだろうか。『志村夏江』は、日本共産党の方針を受け、 「解党派」批判、そしてメーデー闘争に向けたアジテーションという重要な役割を担いながらも、長年、村山が課題としてい プロレタリア戯曲 「新しい形式の創造」の試みが随所になさ る。構成舞台、移動式小舞台、スポット・ライトについての詳細なト書等、プロレタリア舞台様式の可能性を模索した結果、従来 よう 内容 注視した戯曲から大きく前進することに成功しており、これは、プロレタリア「曲は何處迄も上演のための臺本」であり、 「作者と觀衆と演劇當事者との間の分裂」は決してあってはならな 、と考え にも大きく起因していると思われる。また、これまで中国
































































日から一九三一年四月十四日まで連載され、同月二十一日に新潮社より刊行されている。但し、流布本として文庫版が出版されたのは一九三二年一月である。また、第四章第一節（ト書に 「一月初めの或る夜」とある）では、分会員の佐伯が左翼劇場の『赤いメガホン』を観てい が、こちらは一九三一年十二月 十一日から翌年一 二十日まで、築地小劇場で上演された。また、一九七〇年四月の東京芸術座での上演の際に改訂されたが、そこでは場割に年月日が明記されている。
⒁
　
改訂版では、初出の最後のミチ子の科白の後、溶暗し、夏江の姿がス
ポットに浮び上がり、夏江を囲んだ少女たちの口からストライキ委員会を決め、メーデー闘争委員会も兼ねることになったこと 語られ、終幕する。
⒂
　
村山知義「プロレタリア戯曲の書き方」 『プロレタリア小説戯曲作法』
一八五頁（内外社、一九三一年一二月）
⒃
　
井上理恵「アジテーションドラマ」 （日本近代演劇史研究会編『日本
の近代戯曲』翰林書房、一九九九年五月）によると、 『志村夏江』は「まさにこれは明確なアジテーションドラマである」と定義付けら
⒄
　
村山知義「序」 『東洋車輛工場』 （従来社、一九三一年九月）
⒅
　
村山知義「解説（上巻） 」 『村山知義戯曲集
　
上巻』 （新日本出版社、
一九七一年三月）
⒆
　
⒂に同じ。
⒇
　『暴力団記』は四幕九場、 『勝利の記録』は三幕七場、 『東洋車輛工場』は四幕一一場となっている。

　
⒂に同じ。

　
佐々木甚一「解説」 『現代日本文学全集
　
七七』 （筑摩書房、一九五七
年七月）

　
村山知義「プロレタリア戯曲論」 『プロレタリア小説戯曲作法』一四
頁（内外社、一九三一年一二月）

　
⒅に同じ。

　
に同じ。

　
祖父江昭二「新劇における社会的テーマの追求―プロレタリア演劇と
一〇年代」 『日本文学講座一
　
芸能・演劇』 （大修館書店、一九八九年
三月）

　
⑴に同じ。

　『ナップ』一九三一年九月（谷本淸名で発表）

　『中央公論』一九三一年三月

　
東京芸術座によって、一九七〇年四月二一日から二四日まで、都市セ
ンターホールで上演された。

　
菅井幸雄「解説」 『暴力団記・志村夏江』 （新日本出版社、一九八二年
一〇月）
附記
　
本文引用は、初出である『プロレタリア文學』作品増刊号（一九三
二年四月）に拠る。
本稿は、平成二二年度日本女子大学国語国文学会秋季大会における
口頭発表に基づいている。
